




 





支所発地域力向上支援金　事業評価（古牧支所）

事業名

団体名

普通 見込める 大いに見込める

　近年、急速に進む高齢化により、高齢者の地域活動への参加推進が課題となって

1 2

1 3

3 4 5

特に効果があった

3 4 5

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

保健・福祉活動

令和5年8月3日

2 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

平林区

座敷椅子の整備

(基準様式第３号)

効　果

必要性

将来性

1 2

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

　今後も、地域の活性化に繋がる活動に期待したい。

見込めない あまり見込めない

　足腰に不安のある高齢者にとっては、座椅子があることで安心して参加することが

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

いる。また、新型コロナウィルス感染症の影響により、地域活動が制限され、自宅等

回復される中、高齢者にとって集いの場である公民館活動に参加することはフレイル

予防に繋がり、健康づくりや仲間づくりを広めることができる。

にひきこもる高齢者も多い。

　新型コロナウィルス感染症の５類移行により活動の制限が緩和され、日常活動が

でき、参加者が増えることが期待できる。　


